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令和６年度における取組の進捗報告
＜2020対策方針に基づく評価＞
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１．2020対策方針におけるデータ収集範囲全体
の傾向
２．2020対策方針における事業目標の達成状況
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• データ収集範囲内の糞塊密度は、日光市西部で高かった。
• データ収集範囲内の捕獲数は、越冬地にあたる南部周辺が多い。

2024年度の糞塊密度・捕獲数

捕獲数糞塊密度
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１．2020対策方針におけるデータ収集範囲全体
の傾向
２．2020対策方針における事業目標の達成状況

6





















尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策方針
の改訂について

2025(令和7)年9月3日

尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会
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3．対象区域と保全対象

＜対象区域＞
・2025 対策方針の対象区域は、日光利根地域個体群のうち、
日光地域で越冬し、夏を尾瀬地域で過ごし、春と晩秋に日
光・尾瀬間を移動するシカが生息する範囲を基本として設
定する。

＜保全対象＞
【尾瀬国立公園全域】
・尾瀬ヶ原・尾瀬沼等の湿原を中心とした尾瀬国立公園全域
における貴重な湿原、林床植生及び高山生態系

【奥日光地域（白根山・鬼怒沼）】
・日光国立公園のうち、白根山と鬼怒沼付近の特別保護地区
における貴重な湿原及び高山生態系

【移動経路及び越冬地】
・上記を除くシカの移動経路及び越冬地の森林植生

・基本方針の対象区域と区域内の保全対象を、目的に沿って整理。
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４．目標_湿原における数値目標
・湿原における数値目標に照らして効果測定を行う地点は、比較的データのある尾瀬ヶ原・尾瀬沼の湿原とした。
・これらの数値目標は暫定的なものであり、今後のモニタリング設計の見直しを受けて再検討する予定。
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４．目標_森林における数値目標
・森林における数値目標に照らして効果測定を行う地点は、比較的データのある栃木県内の森林とした。
・これらの数値目標は暫定的なものであり、今後のモニタリング設計の見直しを受けて再検討する予定。
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8．基本的な役割
関連する協議会と連携を図りながら対策を進める。

●南会津尾瀬ニホンジカ対策協議会
構成員等:福島県南会津地方振興局（事務局）、檜枝岐村、南会津町、福島県猟友会会津支部、尾瀬檜枝岐温泉観光協会、

（公財）尾瀬保護財団、尾瀬山小屋組合、環境省関東地方環境事務所檜枝岐自然保護官事務所（オブザーバー）、
会津森林管理署南会津支署（オブザーバー）

内容:尾瀬 大江湿原における植生保護柵の設置・維持管理・効果検証等

●日光国立公園戦場ヶ原シカ侵入防止柵モニタリング検討会
構成員等:有識者及び関係機関（日光国立公園管理事務所、日光森林管理署、渡良瀬川河川事務所、栃木県、日光市、

地域関係機関・団体等）
内容:戦場ヶ原シカ侵入防止柵について、モニタリング及びその他の情報に基づいて、柵の意義を評価し、

最終的に撤去の判断を行う

●日光地域シカ対策共同体
構成員等:日光国立公園管理事務所、日光森林管理署、栃木県、日光市
内容:関係機関が日光地域におけるシカの個体数管理を共同して実施することにより、同地域の自然植生の保全と

林業等被害の軽減を図るための共同体
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令和６年度における取組の進捗報告
＜2025対策方針に基づく評価＞

2025(令和7)年9月3日
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目次

１．2025対策方針における対象区域全体の傾向
２．2025対策方針における数値目標の達成状況
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2025対策方針の対象区域・データの収集範囲
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• 対象区域内の目撃効率（SPUE）は、南東部（日光市）が多い。
• 対象区域内の捕獲数も、南東部（日光市）が多い。

2024年度の目撃効率・捕獲数

捕獲数目撃効率（SPUE）
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福島県の取組事例について

1

目次

（２）南会津地域における冬期間の捕獲状況について

（３）尾瀬国立公園燧ケ岳の植生防護柵について

（１）田代山及び周辺地域における指定管理捕獲について



〇福島県では令和４年度から令和６年度に栃木県と隣接する「田代山及び周辺地域」で

捕獲、センサーカメラ及びGPS追跡調査を実施。

【背景・目的】

福島県及び栃木県の県境に位置する当該地域は、帝釈山や男体山など2000メートル級の山を有
し、希少な動植物が生息する地域である。一方、高標高地域はニホンジカの夏期の生息地となり、
低標高地域は越冬地として利用されているほか、尾瀬と日光地区の間を季節移動している個体の存
在も確認されている。

田代山は、山頂には広大な湿原が広がり、キンコウカ等の高山植物が生育していることから、尾
瀬国立公園の特別保護地区に指定されているが、近年はニホンジカの侵入がみられ、植生への食害
が発生している。今後、ニホンジカの生息数が増加すれば造林地等への被害も発生するおそれがあ
る。また、同公園の第１種特別地域に指定されている帝釈山も同様にニホンジカによる食害が発生
している。

以上のことから、福島県及び栃木県は、県境地域におけるニホンジカ対策を推進することを目的
として、「南会津・日光地域広域捕獲計画」を作成し、連携して捕獲事業に取り組んだ。

2

（１）田代山及び周辺地域における指定管理捕獲について



当該地域は、高標高地域により捕獲エリアまでの移動に時間がかかり、
日々のわな巡視等の作業効率が悪いことから、普段地元狩猟者による捕獲作
業が行われていない地域である。そのため、ニホンジカによる食害被害は確
認されているが、生息密度、コアエリアや移動ルートなど、その他ニホンジ
カに関する情報について把握できていない。

3

（１）田代山及び周辺地域における指定管理捕獲について

高標高地域でのシカの対策や行動把握が進んでいなかったことから、
まずはセンサーカメラを設置してニホンジカの利用状況を調査し、モニ
タリング結果を基にくくりわなを設置して捕獲を行った。

令和5年度からは越冬前の行動圏や季節移動ルート及び越冬地の把握
のため、 GPS追跡調査を実施した。



令和5年度と令和6年度のセンサーカメラの撮影データを参
照すると、当該地域の撮影頭数でメスに偏りが見受けられる
ことから、既に「増加相」の段階に入っていると考えられる。

また、秋口に近づくにつれてオスの割合も増加しており、
繁殖期との相関性が見受けられる結果となった。

調査結果においても、当該地域は継続して捕獲圧をかけて
いかないと個体数が増加する可能性が高いことが示された。

R4年度 R5年度 R6年度

捕獲実績 0頭 雄：2頭、雌：5頭 雌：2頭(うち1頭追跡調査)

センサーカメラ 実施 実施 実施

GPS追跡調査 － 雌1頭(推定3.5歳)に装着
※栃木県へ越冬を確認

雌：1頭（年齢不明）
捕獲から21日後死亡

令和5年度

 

  

   

   

   

   

   

   

           

 
 
 
 
 
 
 

          

        

令和6年度
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【結果】

（１）田代山及び周辺地域における指定管理捕獲について



令和5年度に帝釈山周辺で捕獲・GPS装着した個体の越冬経路は右記のと
おりであった。

概ね同じ移動ルートを通って越冬及び帰還しており、令和5年及び令和6年
の越冬地への移動開始時期は11月中旬～下旬であった。栃木県日光市三岳周
辺（越冬地1）で1か月程度滞在し、最終的には男体山（越冬地2）で越冬す
ることが確認された。

なお、雪解けの影響に左右されるものの、翌年3月下旬から4月上旬には捕
獲地点まで帰還している。

また、帰還したシカは前年度と比べてコアエリアや行動圏を拡大している。
もともと高標高地の採食環境はあまりよくないと考えられ、このことから嗜
好性植物の減少により、採食場所を変化させていることも示唆された。

越冬地1

越冬地2
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（１）田代山及び周辺地域における
指定管理捕獲について

令和5年度 令和6年度

情報提供 合同会社東北野生動物保護管理センター



福島県で実施している野生鳥獣保護管理に関する検討会において「拡大最前線地域や
生息密度がそれほど高くない地域では遊撃性の高い銃を使うことが捕獲において非常に
重要。また、捕獲実績が伴うことが望ましいが、ニホンジカに対して捕獲圧を掛け続け
ることで侵入抑制（シカの忌避行動）につながる旨、意見を頂いている。
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（１）高標高地域における指定管理捕獲について

当該地域は継続して捕獲圧をかけていかないと個体数が増加する可能性が高いことが
示されたことから、市町村及び地元狩猟者へ情報共有を行ったうえで、効率的な捕獲及
び捕獲圧の継続のため対策強化を検討している。

また、当該地域を有する南会津地域は県内で最もニホンジカの生息数が多い地域であ
ることから、優先的に守る地域の選定やゾーニングも視野に入れて検討していくととも
に、引き続き栃木県と連携を図りながら捕獲を実施していく。

【まとめ】



【背景】

福島県では、隣県からのニホンジカの尾瀬への進出を皮切りに、南会津を中心に会津、中通り地
方まで生息域が拡大し、近年では浜通り地方でも目撃情報が寄せられるなど、これまで生息してい
なかった地域に分布が拡大している。

また、生息密度も増加傾向となっており、今後、さらにニホンジカの分布拡大や密度の増加が予
想され、ニホンジカによる植生被害や農林業被害の増加が懸念される。
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（２）南会津地域における冬期間の捕獲状況について

【福島県の捕獲取組】

①許可捕獲（有害捕獲及び個体数調整捕獲）

農作物や生活環境、生態系に被害を及ぼす鳥獣を捕獲し、被害を防止するため実施

②指定管理鳥獣捕獲等事業

毎年、指定管理捕獲等事業実施計画（ニホンジカ）を策定し、管理目標に向けて実施

③狩猟による捕獲【１１月１５日から翌年３月１５日まで】

捕獲圧を高め、生息密度を低減し、目標捕獲頭数を達成するため、狩猟期間を春先に１ヶ月延長
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（２）南会津地域における冬期間の捕獲状況について

神奈川県とほぼ同じ面積を有する南会津地域は4町村で構成さ
れ、県内で最もニホンジカの生息数及び捕獲頭数が多い地域で
ある。その約9割は森林であり、11月半ば頃には平地でも初雪
が観測され始め、積雪シーズン時期には4ｍを超えることもある
日本でも有数の豪雪地帯である。

そのため、南会津地域におけるニホンジカの捕獲方法の傾向
として、４月～11月下旬まではくくりわなによる捕獲割合が高
いが、12月以降から徐々に銃猟による割合が増加する。

福島県のニホンジカ総捕獲頭数の６割は、南会津地域の4町村
で捕獲しているが、捕獲従事者の高齢化や担い手不足により、
１人あたりの捕獲負担も大きくなっている。

また、南会津地域に隣接する地域において、ニホンジカの生
息数及び生息範囲が拡大しており、同様に狩猟者数が少ない地
域であることから、予断を許さない状況である。



〇福島県では令和４年２月に環境省と燧ヶ岳植生防護柵維持管理に関する協定を締結し、

燧ヶ岳の植生の保護･回復のために植生防護柵の設置を行っている。

【背景・目的】

燧ヶ岳の高山植生群落はニホンジカによる採食圧が増加しており、６月（雪解け後）から
１０月（積雪前）頃の期間において、被害抑制のために６合目及び８合目に植生防護柵を設
置。併せて、設置箇所との対比を行うため、周辺植生状況の変化も確認している。

9

（３）尾瀬国立公園燧ケ岳の植生防護柵について

植生防護柵（８合目）



植生防護柵内においてはニホンジカによる食害はなく、ヒロハユキザサやキ
ヌガサソウなどの高山植物が確認されており、一定の効果があった。

しかし、植生防護柵外の植生被害状況については、高山植物に限らず下草に
も被害が発生していた。６合目は被害を受けてから数週間～数か月程度経過し
ている植物が多かったが、８合目は被害を受けてから数日程度しか経過してお
らず、折れた茎から水分が出ている植物も確認された。

このことから、雪解けにあわせて嗜好性植物を求めて、徐々に標高をあげて
いったと考えられ、植生防護柵周辺までニホンジカの生息域となっている。

引き続き環境省と連携を図り、優先的に保護するエリアに対して植生防護柵
を設置し、被害防除に努めていく。

10

（３）尾瀬国立公園燧ケ岳の植生防護柵について

８合目の植生被害

植生防護柵内で確認された高山植物 ６合目の植生被害



令和７年度尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会

群馬県

資料３

1



2



・群馬県では環境省の交付金事業である指定管理鳥獣捕獲
等事業という枠組みで、秋冬から春にかけてニホンジカ
の捕獲を行っている。

・豪雪地帯である尾瀬では、ニホンジカは越冬できないた
め、環境省が実施しているニホンジカのGPS発信器追跡
調査の情報などから、越冬地との行き来が判明している。
ハンターの移動や捕獲個体運搬などの効率のため、越冬
地との季節移動経路上で道路に近い範囲に注力している。

【捕獲に関しての懸念事項等】
・予算措置が年々厳しくなっており、捕獲等数を伸ばすこ
とができていない。

・ハンターの高齢化が顕著で、今後の担い手不足が課題。

3



・移動経路での捕獲の効果検証や詳細な移動経路の調査の
ため、指定管理鳥獣捕獲等事業でニホンジカの生息状況
調査も継続して実施。

・捕獲範囲を主とし自動センサーカメラを設置し、捕獲に
よる生息頭数への影響や、移動経路・移動時期の変動な
どを調査している。

【調査結果による懸念事項】
・越冬地から尾瀬への春の移動は、雪解けの４月頃から始
まりこれまでは５月上旬ごろまでが移動のピークとなる
傾向だったが、最近の調査では、カメラ設置を終了する
６月下旬まで⾧期間にわたり移動個体が確認されており
ピークが不明瞭になってきている。

・カメラを設置した箇所以外にも獣道が多く確認されてお
り、主要な移動経路が変動している可能性がある。

4



①植物研究見本園
周囲：約1,684m(R3拡張後)
面積：約126,492㎡(R3拡張後)
標高：約1,450m
設置開始：令和２年度から

②オヤマ沢田代
周囲：約305m
面積：約4,409㎡
標高：約2,043m
設置開始：令和２年度から

③シラネアオイ保護柵
周囲：約9m
面積：約4.5㎡
標高：約1,450m
設置開始：優先防護エリア以前から

5



①植物研究見本園
周囲：約1,684m(R3拡張後)
面積：約126,492㎡(R3拡張後)
標高：約1,450m
設置開始：令和２年度から

②オヤマ沢田代
周囲：約305m
面積：約4,409㎡
標高：約2,043m
設置開始：令和２年度から

・資材
イザナスネット
コンポーズパイプ
プラペグ
結束バンド等
イレクターパイプ
で構成した櫓

6



１０月末:ネットやパイプ等を櫓内に格納

５月:融雪後間もなく再設置

６月～１０月:定期的に巡視１１月～４月:格納した状態で越冬

7



難点

・毎年１～２体程度、研究見本園のネットに絡まり、自力で脱出する場合や、そのまま死亡してしまう場合
もある。

・令和７年７月にも研究見本園のネットに絡まり死亡、その後クマに採餌されたため、山VC管理員・山ノ鼻
地区のツキノワグマ対策員の協力で死体をネットから外し山手側に移動。

▷絡まった場合に対応可能な組織が少なく早急な対応が困難なため、後手になりクマの誘因になりかねない。

R3.５再設置した柵に絡まったニホンジカ（オス） R7.7再設置した柵に絡まったニホンジカ（オス） 8



・群馬県では、白根山手前の弥陀ヶ池（みだがいけ）横のシラネアオイ群落等の植生を保護
するため、雪解けに合わせて電気柵を設置・降雪前に撤去しています。

9



電気柵はソーラーパネルと
充電バッテリーで駆動

シラネアオイを守る会の
株数調査の様子

・環境省や尾瀬高校をはじめ、地域の関係者で活動している「シラネアオイを守る会」では、清掃登山や、
シラネアオイの種の採取・育苗・移植などを⾧年続けている。

【難点】尾瀬と異なり野生動物が絡まることはほとんどないが、電気設備を使用しているためメンテナンス
が頻回となる。
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栃木県におけるシカ対策取組状況

栃木県自然環境課日光森林管理署提供

資料４

1



栃木県シカ対策 説明項目

・社山の忍び猟及び千手の誘導狙撃について

・足尾のICT囲いわなについて

・鶏頂山のドローンによる捕獲について

・捕獲個体減容化施設について

2



実施地域概要

鶏頂山
ドローン銃猟

社山
忍び猟

千手
誘導狙撃

足尾
ICT囲いわな

3



社山の忍び猟及び
千手の誘導狙撃

日光市（社山）
目標：ニホンジカ50頭

日光市（千手ヶ原）
目標：ニホンジカ10頭

社山
シカ122頭

千手
シカ17頭

4



足尾：ICT囲いわな捕獲
捕獲
シカ27頭

R6.11月～R7.2月に実施

ＩＣＴ囲いわな（まるみえホカクン）のパソコン等での監視画面（左）と捕獲状況（右）

5



鶏頂山：ドローンによる捕獲

10月～11月に実施

ドローン目撃
135頭

ドローン捕獲
９頭

6



鶏頂山：ドローンによる捕獲

ドローンからの映像（左側が赤外線カメラの映像、右側が可視光カメラの映像）

7



捕獲個体減容化施設

8



• ⿁怒沼のシカ対策は、令和４年度より日光地域シカ対策共同体にて事業を分担しながら実施して
いる。令和６年度は以下の取り組みを実施した。

1

⿁怒沼 令和6年度の取り組み（日光地域シカ対策共同体）

実施機関内容分類時期

日光国立公園管理事務所
栃木県センサーカメラ調査調査通年

日光地域シカ対策共同体緊急避難的小規模柵の設置対策(防護)6/6

日光国立公園管理事務所（委託）

日光地域シカ対策共同体
緊急避難的小規模柵の管理対策(防護)７－10月

日光国立公園管理事務所（委託）シカGPS首輪装着（麻酔銃）調査6/17～6/21

栃木県（委託）シカ捕獲（くくりわな）対策(捕獲)7/16～9/27

日光国立公園管理事務所（委託）シカ柵内植生モニタリング調査調査7/7、8/7

栃木県シカ個体数調査（ﾗｲﾄｾﾝｻｽ）調査7/31

日光地域シカ対策共同体緊急避難的小規模柵の撤去対策(防護)10/23

資料５



• 緊急避難的措置とし て小規模シカ柵を設置し、維持管理およ び積雪対策を行っている。
• 現在はネット柵５か所と電気柵１か所を試行中であり、将来的に⿁怒沼のシカ対策をどのように

進めていくか関係機関にて議論しながら試行錯誤している。

2

⿁怒沼 令和6年度の取り組み【対策:防護】

資材運搬

柵設置

ネット柵

電気柵
R7.6.20シカ柵再設置

シカ対策普及啓発看板

種類延長No.

ネット柵28m1

ネット柵40ｍ2

ネット柵81ｍ3

ネット柵16ｍ4

ネット柵137m5

電気柵100m6



• 栃木県が指定管 理鳥獣捕獲等事業にてシカの捕獲を実施。
• 誘引式くくりわなを使用してR5年度は9頭、R6年度は20頭を捕獲した
• ライトセンサス及びセンサーカメラ調査では、湿原周辺のシカの個体数は増加傾向である。
• 捕獲実施時期は湿原へのシカの出没が減少した。

3

⿁怒沼 令和6年度の取り組み【対策:捕獲】
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図 シカ撮影頻度の季節変動（R6.6月～10月）

R6捕獲期間
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図 シカ撮影頻度の経年比較（R6.6月～10月）

R6捕獲期間

R5捕獲期間

• R5年度は指定管理事業の後にGPS首輪装着のための麻酔銃捕獲を実施したが、シカの出没が減少
しており捕獲に至らなかった。

• R6年度は先に麻酔銃捕獲を実施することで6/20にGPS首輪装着に成功した。
• R6年度はくくりわな捕獲をもう少し早期に開始すれば更に捕獲数を伸ばせたと考えられる。



• シカ柵効果把握のための植生調査として、柵内植生調査を実施。
• コドラート調査:柵内外で大きな変化は確認されていないが、柵内においてシカの影響は排除できている
• 出現種調査:柵内外での種数や構成に大きな差異は確認されていない。
• 希少種調査:ヒメスズムシソウ（国内希少種）の開花数は増加しており、結実も確認された。

4

⿁怒沼 令和6年度の取り組み【調査:植生】

ヒメスズムシソウ開花

ヒメスズムシソウ結実



• シカの生息状況調査として、ライトセンサス調査、センサーカメラ調査、GPS首輪調査を実施。
• ライトセンサス調査:シカの確認頭数は昨年度よりも増加した。
• センサーカメラ調査:シカの撮影頻度は昨年度よりも増加した。

5

⿁怒沼 令和6年度の取り組み【調査:シカ】
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カメラ番号 
 

 KN10 KN9 KN8 KN7 KN6 KN5 KN4 KN3 KN2 KN1 

11/21 12/5 11/13 11/5 11/10 11/23 11/22 11/15 11/22 11/28 
 

 

－ 5/7 5/19 5/20 5/8 5/16 4/29 5/15 5/12 5/18 
 

 

 

センサーカメラによる冬季最終シカ確認日および春季最初シカ確認日 センサーカメラによる季節別シカ撮影頻度

資料提供:栃木県



• 2024年６月20日に⿁怒沼周辺で亜成獣メス一頭にGPS首輪を装着。
• 11月末までは湿原近くの森林内に滞在。
• 12月に季節移動を開始し、表日光で越冬した。

6

⿁怒沼 【調査】GPS首輪装着個体の動向（2024年装着）

GPS首輪装着個体の移動状況
（環境省）6月～9月

資料提供:栃木県

わなによる捕獲わなによる捕獲
（栃木県）
7月~9月

夏季の動向 秋季の動向

捕獲地点捕獲地点



成獣オスにGPS首輪装着

• 2025年6月30日にヒナタオソロシノ滝周辺で成獣のオスジカ一頭にGPS首輪を装着。
• 放獣後、個体は⿁怒沼の西側に移動した。
• 日中は森林内に滞在し、夜間に湿原付近に出没する日周行動が確認されている。

7

⿁怒沼

（6/30-7/6の測位点）（赤：日中（5:00~19:00）、青：夜間（19:00~5:00））

捕獲地点捕獲地点

【調査】GPS首輪装着個体の動向（2025年装着）
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